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果樹部門 平成12年度試験研究主要成果

２．モモ‘浅間白桃’の徒長枝管理

［要約］

樹勢が強い場合、徒長枝の切り返し（せん除）が有効で、遅くとも６月中旬（開花

～ 日後）までに行う。切り返し後に発生した再伸長枝は、翌年の結果枝として利用60 70

できる。また、ねん枝の併用も受光体制の改善に効果的である。
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［背景・ねらい］

、 、 。モモでは徒長枝が多く枝葉が過繁茂になると 結果部位が暗くなり 果実糖度が低い

結果部位の受光体制を良好にするため、徒長枝のせん除やねん枝が慣例的に行われてい

る。しかし、その適期や方法については明らかでない。そこで、受光体制を良くする枝

管理法を確立する。

［成果の内容・特徴］

１．放任した徒長枝は８月中旬まで伸長し、長さ 前後に達する（図１ 。６月中120cm ）

旬に徒長枝の基部から５～ 残して切り返しを行うと、その後、再伸長が認めら10cm

れ、平均して 前後の長さに達した。一方、７月初旬ないしは中旬に切り返しを30cm

行った場合、全く再伸長はないか、伸長しても著しく短く、平均して５ に達しなcm

かった（図２ 。）

２．再伸長しなかった枝には、枯れ込みが入る場合があり、７月に切り返した区で多か

った（表１ 。）

３．再伸長した枝の花芽は、６月中旬の切り返しでは枝長 当たり４個程度であっ10cm

たが、７月に切り返した区ではほとんどなかった（表１ 。また、６月に切り返した区）

では翌年の花の大きさが対照とほぼ同じであった（表２ 。）

４．切り返しを６月上旬まで早めても、再伸長はやや抑制されるが、残存部の枯れ込み

には大きな差はなかった（表３ 。）

５．主枝や亜主枝直上から発生した徒長枝のうち、 ％程度を基部から５～ 残し50 10cm

て６月中旬に切り返し（せん除）すると、翌年の結果枝が確保できた。

以上の結果、徒長枝せん除を行うには、遅くとも６月中旬（開花 ～ 日後）までに60 70

、 。行うのがよく 切り返し後に発生した再伸長枝は翌年の結果枝として用いることができる

［成果の活用面・留意点］

１．本試験では浅間白桃を供したので、清水白桃については検討中である。




